
発信|」営電力(株) 本店 原子燃料部

リロND∈N

′ι 年
`月
ュニ 日

四国電力株式会社

高松 市丸の内
.2-5

TEL 987-821-5061

FAX 087-825-2099

送付者

原 子 燃 料 部

計画 。調達グループ

|(|・ に1 _ _
(送付枚数 (表紙を含む)3 枚)
′/′
~ミ

'P~″
←オ   .

MEMO

ボャけ常iト イT.貿 惑やりきづ4

ア1続セこ峙エイ1霧Lょブ
aマ1椰 ((2■ L又下さい千す林

市駆 叶吐げ
｀
り。



平成16年 6月 21日

四国電力株式会社

当社 とフランスとの原子燃料調達における関係

当社は、 1970年 頃に先行日本電力がカナダ “アメリカ ロ南アフリカなどの
既存ウラン資源大国を供給ソースとするなか、ウラン市場への新規参入者であっ

たフランスとの間で、日本で最初のウラン売買契約 (フランス原子力庁との天然

ウラン購入契約)を 1970年 に締結 し、伊方発電所 1号機の初装荷燃料の調達
を行つた。当社としては、本契約が、今日のフランスとわが国との原子燃料サイ

クルに関する緊密な関係の礎になつたと考えている。

また、伊方発電所 2号機については、近藤会長が核燃料部長時代の 1979年
に、初装荷用濃縮ウランをユーロディフから購入 して以降、ウラン精鉱はユラネ

ックス社と、転換役務はコミュレックス社と、濃縮役務についてはcoGEMA
社との間でそれぞれ契約を締結 し、フランスから輸入した燃料を一貫 して使用す

るなど、フランスは、当社の原子燃料供給において、長年にわたり重要な役割を

担ってきている.

こうしたなか、駐日フランス大使モンフェラン殿が、日本で初めての原子力発

電所視察先として、伊方発電所を本年 5月 26日 にご視察になられ、「今回の訪
間を機に、原子力における仏日間の交流が進むことを望んでいるJと ご発言され、

近藤会長からは、「原子燃料及び発電技術等を通 じて、今後ともフランスとの信

頼関係を維持 しながら、伊方発電所の安定運転を進めていきたい」と応えるなど、

当社としても、仏日間の交流進展の一翼を今後とも担ってゆく所存である。
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